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今月号の主な内容

■ 広報たかぎ
　・お気づきですか地球温暖化  ………２面

　・子どもゆめ基金募集  ………………３面

　・故障頻発・下水道  …………………３面

　・村発注工事（７～10月）  …………４面

　・Ｈ19総合表彰式  …………………５面

　・第10回村に寄せる作文コンクール

　　受賞作品  ………………………６～９面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………１０面

■ 学校だより　第１小  …………１１面

■ 交流センター便り  ……………１２面

■ ひなたぼっこ  …………………１３面

■ オフトークたかぎ  ……………１４面

健康ウォーキング in 矢筈（10月21日）健康ウォーキング in 矢筈（10月21日）
今年２回目の健康ウォーキングは紅葉の始まった矢筈公園を訪れ、今年２回目の健康ウォーキングは紅葉の始まった矢筈公園を訪れ、
禍誤除けの滝遊歩道を散策しました。禍誤除けの滝遊歩道を散策しました。
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実
り
の
秋
を
迎
え
、
特
産
の
市

田
柿
の
収
穫
も
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
数
年
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
「
柿
の
乾
燥
が
進
ま
な
い
」「
リ

ン
ゴ
の
色
づ
き
が
悪
い
」
と
い
っ

た
声
を
多
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
天
竜
川
に
目
を
や
る
と
、

以
前
は
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
ア

オ
サ
ギ
や
川
鵜
を
頻
繁
に
見
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
変

化
、
実
は
こ
の
地
域
の
平
均
気
温

上
昇
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
飯
田
測
候
所
の

平
均
気
温
は
一
〇
〇
年
間
に
一
・

三
度
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
の
勢

い
で
気
温
が
上
昇
す
る
と
、
二
一

世
紀
末
に
は
今
の
種
子
島
の
気
温

に
達
し
て
し
ま
う
計
算
で
す
。
被

害
の
拡
大
す
る
鹿
の
食
害
も
、
冬

期
間
の
気
温
上
昇
で
鹿
の
死
亡
率

が
低
下
し
た
こ
と
が
大
き
な
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
協
力
・

　

下
伊
那
地
方
事
務
所
環
境
課
）

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
今
の
子
ど
も

た
ち
が
生
涯
を
終
え
る
ま
で
の
間

に
、
世
界
規
模
の
環
境
破
壊
が
発

生
し
、
疫
病
の
蔓
延
や
食
糧
危
機
・

飢
餓
の
拡
大
が
世
界
各
地

に
起
こ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
に

は
大
き
な
戦
争
や
社
会
の

崩
壊
と
言
っ
た
大
変
不
快

な
結
末
を
迎
え
る
可
能
性

す
ら
あ
り
、
何
ら
か
の
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
対
し
て

は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
、京
都
議
定
書
な
ど
、

私
た
ち
の
廻
り
で
も
い
ろ

い
ろ
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
自
分
自
身
の
生
活
の
中
で

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
、

ど
ん
な
対
応
な
ら
可
能
な
の
か
を

考
え
る
た
め
、
現
在
村
の
地
域
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員

会
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。策定委員会先進地調査（岩手県：葛巻町）

着
実
に
上
昇
す
る
平
均
気
温

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に

自
分
自
身
で
で
き
る
こ
と

情報誌 ２００7.123

子どもゆめ基金子どもゆめ基金

助成金の募集について助成金の募集について

　「じょうもんクラブ」「わの里体験クラブ」「読

み聞かせの会はーとぽっぽ」では地域の大人と

子どもの農業体験、絵本の読み聞かせの会等の

活動を行っています。

　この団体は子どもゆめ基金から助成を受けて

活動を行っています。

　子どもゆめ基金とは国と民間が協力して子ど

もの体験活動、読書活動などを応援し、子ども

の健全育成の手助けをする基金です。

　平成20年度「子どもゆめ基金」は助成金の募

集しています。

　詳しい案内、募集について知りたい方は子ど

もゆめ基金ホームページをご覧になるか教育委

員会までお問い合わせ下さい。

収穫したサツマイモでスイートポテトづくりをしました。収穫したサツマイモでスイートポテトづくりをしました。

故
障
頻
発

�
�
下
水
道
の
正
し
い
使
用
方
法
に
つ
い
て
�
�

　

最
近
、
下
水
へ
流
し
て
は

い
け
な
い
物
が
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
た
め
、
ポ
ン
プ
が

詰
ま
る
と
い
う
故
障
が
度
々

発
生
し
て
い
ま
す
。
故
障
修

理
に
は
多
く
の
費
用
が
必
要

と
な
り
、
皆
さ
ん
に
お
支
払

い
い
た
だ
く
下
水
使
用
料
に

も
跳
ね
返
り
ま
す
。

　

ポ
ン
プ
が
詰
ま
る
原
因
と

し
て
は
、
布
、
タ
オ
ル
・
水

に
溶
け
な
い
紙
（
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
）
な
ど
を
下
水
へ
流
す

こ
と
で
す
。
ト
イ
レ
で
は
水
溶
性

の
紙
以
外
は
使
用
し
な
い
よ
う
に

し
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が

流
れ
な
い
よ
う
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
の
ポ
ン
プ
故
障
は

三
回
あ
り
、
う
ち
二
回
は
同
じ
箇

所（
中
央
保
育
園
上
流
ポ
ン
プ
場
）

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

〔事例①〕ポンプ分解の状況
（原因・キッチンペーパー）

〔事例②〕
処理場へ流れ着いた携帯電話

　

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と

し
て
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
村
で
は
、
自
主
防
災

組
織
育
成
事
業
の
助
成
を
受
け
、

災
害
時
の
停
電
等
に
備
え
、
発
電

機
、
投
光
機
、
携
帯
型
投
光
器
を
、

各
自
主
防
災
組
織
八
地
区
に
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

は
地
域
住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
推
進
し
、
そ
の
健
全
な
発

展
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
住

民
の
自
主
的
防
災
活
動
を
通
し
て

災
害
の
未
然
防
止
及
び
被
害
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

日　時：12月１日（土）13時～15時30分

場　所：駒ヶ根市文化会館大ホール

基 調 講 演

シンポジウム
「人と文化と地域力」

出演　峰久　幸義氏（国土交通省事務次官）
　　　玉村　豊男氏（エッセイスト・画家）
　　　中原　正純氏（駒ヶ根市長）
　　　田中　欣一氏（民俗・日本思想史研究家）
　　　能勢　　博氏（信州大学医学部教授）
　　　白鳥英美子氏（歌手　トワ・エ・モア）

コーディネーター

　　　福島　敦子氏（キャスター・エッセイスト）

※参加するには事前申込みが必要です。

お問い合せ先

　信越放送テレビ営業局業務部

　TEL.026－237－0541
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平
成
十
九
年
工
業
統
計
調
査
を

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
い
ま

す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に
か

け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
の
調
査
よ
り
調
査

項
目
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
の

で
、
調
査
票
の
記
入
に
あ
た
っ
て

は
御
注
意
く
だ
さ
い
。経

済
産
業
省

長　

野　

県

喬　

木　

村

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に

御
協
力
く
だ
さ
い

11月の村税等

口座振替日納期限

11月26日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

11月30日

国 保 税
（第８期）

介護保険料

保 育 料

上下水道料

　

月
の
結
婚
相
談
日

１２
○
日　

時

　

十
二
月
八
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時
三
十
分

○
場　

所

　

喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左
記

に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

市　

瀬

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
の
申
告
、

納
税
及
び
申
請
・
届
出
等
の
手
続

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

行
え
る
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
「
e－

T
a
x
」
の
普
及

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
確
定
申
告
の
際
に
は「
e

－

T
a
x
」
を
是
非
ご
利
用
く
だ

国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム

「
e－

T
a
x
」

　

職
場
に
お
け
る
賃
金
不
払
残
業

（
一
般
に
サ
ー
ビ
ス
残
業
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。）
は
、
長
時
間
労

働
の
温
床
と
も
な
り
、
ま
た
、
長

時
間
労
働
等
に
よ
る
過
重
な
労
働

は
、
労
働
者
の
健
康
を
害
す
る
原

因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
生
命
へ

の
危
険
を
も
た
ら
す
要
因
と
も
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
十
一
月
二
十
三
日

（
金
）
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
午

前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

「
全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
設
置
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
過
重

労
働
や
賃
金
不
払
残
業
に
関
す
る

悩
み
・
疑
問
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

事
業
者
、
労
働
者
及
び
そ
の
家
族

等
か
ら
の
相
談
を
受
付
け
、
助
言

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
は
、

0
1
2
0－

8
9
7－

2
8
3
で

す
。

○
問
合
わ
せ
先

　

長
野
労
働
局
・
労
働
基
準
部
・

　

監
督
課

　

�
0
2
6－

2
2
3－

0
5
5
3

賃
金
不
払
残
業

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

さ
い
。

　

詳
し
い
情
報
は

w
w
w
.e
-ta
x
.n
ta
.g
o
.jp

村発注工事請負契約（７～10月）
請負業者名契約日契約金額契約方法事業箇所事　　業　　名番号

松 島 土 建19.７.114,200,000指名競争入札村道５号線　 上平村 単 道 路 改 良 工 事1

野 島 建 設19.７.102,730,000指名競争入札村道273号線　 南村 単 道 路 改 良 工 事2

丸 登 電 業19.７.131,312,500指名競争入札喬 木 第 二 小 学 校校 内 電 話 設 備 改 修 工 事3

正 木19.７.107,980,000指名競争入札喬 木 村 役 場庁 舎 耐 震 補 強 工 事 備 品 整 備 事 業4

マ ル ケ イ 産 業19.７.231,102,500指名競争入札交 流 セ ン タ ー 前村 民 バ ス 待 合 所 建 設 工 事5

ま る と も 電 機19.７.123,517,500指名競争入札喬 木 第 一 小 学 校校 内 放 送 設 備 改 修 工 事6

東 登 興 業19.７.189,397,500指名競争入札南 農 事 集 会 所コミュニテイー消防センター新築工事7

長野県農協地域開発機構19.８.１2,415,000指名競争入札村 内 全 域喬木村地域新エネルギービジョン策定等事業8

ナンシングリーンカラー19.８.３1,109,640随 意 契 約学 校 共 同 調 理 場学 校 共 同 調 理 場 床 塗 装 工 事9

飯 伊 森 林 組 合19.８.８6,772,500指名競争入札村 内 全 域保 全 松 林 緊 急 保 護 整 備 事 業１０

野 島 建 設19.８.102,520,000指名競争入札村道６２５線　伊久間村 単 道 路 改 良 工 事１１

大 平 建 設19.８.103,097,500指名競争入札南 地 区配 水 管 布 設 工 事１２

松 澤 防 災19.８.101,102,500随 意 契 約村 内 全 域防 災 組 織 育 成 助 成 事 業１３

野 島 建 設19.８.2719,215,000指名競争入札村道620号線伊久間地方道路交付金事業　 舗装修繕工事１４

野 島 建 設19.８.276,510,000指名競争入札村道７号線　大和知南 部 簡 易 水 道 送 水 管 布 設 替 事 業１５

アネックスインフォメーション（株）19.９.212,940,000随 意 契 約椋 記 念 図 書 館図 書 貸 出機 器 更新（ ハ ードウ エ ア）１６

アネックスインフォメーション（株）19.９.217,035,000随 意 契 約〃図 書 貸 出 機 器 更 新 （ ソ フトウ エ ア）１７

中 川 建 設19.10.3187,150,000指名競争入札村道７号線　大和知地方道路交付金事業　 道路改良工事１８

吉 川 建 設 工 業19.10.251,732,500指名競争入札富 田 下公 共 土 木 災 害 復 旧 工 事１９

松 島 土 建19.10.271,312,500指名競争入札加 々 須 下公 共 土 木 災 害 復 旧 工 事２０

大 平 建 設19.10.261,438,500指名競争入札北 保 育 園北 保 育 園 職 員 駐 車 場 舗 装 工 事２１

情報誌 ２００7.125
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平
成

年
度
総
合
文
化
祭

平
成　

年
度
総
合
文
化
祭

1919

　

表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
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表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

●
表　

彰

　

宮
下　

孝
行　

様

　
　
　

消
防
団
員
及
び
副
団
長
、

団
長
と
し
て
消
防
団
の
統
率
、

改
革
に
尽
力

　

山
上　

正
俊　

様

　

山
上　

秀
志　

様

　

山
上　
　

喬　

様

　
　
　

兄
弟
三
人
で
、
消
防
団
員

と
し
て
地
域
の
防
火
防
災
活

動
に
尽
力

　

帰
牛
原
ハ
ウ
ス
団
地
組
合

　

代
表　

松
澤　

広
一　

様

　
　
　

昭
和
五
十
二
年
以
来
三
十

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
ハ
ウ

ス
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
地
域
農
業
の

振
興
に
寄
与

　

黒
川　

良
一　

様

　
　
　

村
誌
の
編
纂
委
員
や
歴
史

民
俗
資
料
館
の
初
代
館
長
と

し
て
、
村
の
歴
史
や
文
化
を

広
く
村
内
外
に
紹
介

●
村
に
寄
せ
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰

　

（
小
学
生
の
部
）

　

村
長
賞　

中
塚　

琴
美　

様

　

優
秀
賞　

鞍
馬　

大
輝　

様

　

佳　

作　

木
下　

翔
太　

様

　
　
　
　
　

羽
生　

純
玲　

様

　
　
　
　
　

井
澤　

祐
香　

様

　
　
　
　
　

萩
原　

達
也　

様

　
　
　
　
　

木
下　

凌
輔　

様

　

（
中
学
生
の
部
）

　

村
長
賞　

岩
本　

和
樹　

様

　

優
秀
賞　

栗
澤　

哲
郎　

様

　

佳　

作　

菅
沼　

夢
菜　

様

　
　
　
　
　

河
合　

祐
介　

様

　
　
　
　
　

松
村
日
香
里　

様

●
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
（
公
共
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

　
　
　
　
　

喬
木
中
学
校　

様

　

優
秀
賞　

　
　
　
　

喬
木
南
保
育
園　

様

　

努
力
賞　

　
　
　

喬
木
第
二
小
学
校　

様

　
（
一
般
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

　
　
　

富
田
老
人
ク
ラ
ブ　

様

　

優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　

一
期
屋　

様

　
　
　
　
　
　

南
公
民
館　

様

　

努
力
賞

　
　
　
　

帰
牛
原
公
民
館　

様

　
　
　
　
　

馬
場
公
民
館　

様

　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
特
別
賞

　
　
　

両
平
花
壇
愛
好
会　

様

　
　
　
　

田
上
川
公
民
館　

様

●
感
謝
状

　

ヒ
タ
カ
セ
イ
コ
ー

　
　

代
表　

上
島　

政
尚　

様

　

地
域
の
振
興
、
活
性
化
の

た
め
、
ふ
る
さ
と
祭
り
の
成

功
に
ご
尽
力

　

天
竜
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

会
長　

竹
村　

昇
一　

様

　

社
会
福
祉
資
金
と
し
て
、

多
額
の
浄
財
を
寄
付

　

日
本
禁
煙
友
愛
会　

喬
木
支
部

　
　

支
部
長　

下
平　

秀
寛　

様

　

社
会
福
祉
の
一
環
と
し
て
、

小
中
学
校
に
ノ
ー
ト
、
保
育

園
に
ハ
ン
カ
チ
を
寄
贈

　

株
式
会
社　

は
や
し

　
　

代
表　

原　
　

和
司　

様

　

地
域
の
発
展
、
活
性
化
と

子
育
て
支
援
の
た
め
、
保
育

園
新
入
園
児
に
園
服
を
寄
贈

　

株
式
会
社　

マ
ツ
ザ
ワ

　
　

松
澤　
　

泰　

様

　

交
通
安
全
思
想
の
普
及
、交

通
事
故
防
止
の
た
め
、保
育
園

新
入
園
児
に
カ
バ
ン
を
寄
贈

　

株
式
会
社　

ア
イ
テ
ク

　
　

代
表　

大
平　

喜
則　

様

　
　
　

阿
島
子
ど
も
獅
子
育
成
の

た
め
、
多
額
の
浄
財
を
寄
附

　

向
井　

純
一　

様

　
　
　

教
育
文
化
向
上
の
た
め
、

椋
鳩
十
記
念
館
図
書
館
に
多

数
の
図
書
を
寄
贈

　

仲
田　

征
一　

様

　
　
　

子

供

達
を
ロ
ボ
ッ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
招
待
す
る

た
め
、
多
額
の
浄
財
を
寄
付

　

市
瀬　

八
郎　

様

　
　
　

保
育
園
の
充
実
の
た
め
、

多
額
の
浄
財
を
寄
付

●
伝
達
表
彰

　

消
防
庁
長
官
表
彰
竿
頭
綬
授
与

　
　

喬
木
村
消
防
団

　
　
　

長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活

動
の
功
績

　

総
務
省
関
東
管
区

　
　
　
　
　

行
政
評
価
局
長
表
彰

　
　

塩
澤　

久
一　

様

　
　
　

長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談

委
員
業
務
に
尽
力

　

長
野
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　
　

原　
　

東
彦　

様

　
　

山
上　

賢
亮　

様

　
　

北
澤　

光
昭　

様

　
　
　

長
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と

し
て
地
方
自
治
振
興
に
尽
力

　

長
野
県
民
生
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　

協
議
会
長
表
彰

　
　

喬
木
村
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　

会
務
の
運
営
並
び
に
委
員

活
動
が
優
秀

　

�
長
野
県
浄
化
槽
協
会
会
長
表
彰

　
　

多
田　
　

昭　

様

　
　
　

長
年
に
わ
た
り
合
併
浄
化

槽
の
普
及
推
進
、
適
正
な
維

持
管
理
の
普
及
に
貢
献

　

南
信
州
地
域
づ
く
り

　
　
　
　

対
象
選
定
委
員
長
表
彰

　
　

い
ち
ご
狩
り
実
行
委
員
会

　
　
　

南
信
州
に
お
い
て
意
欲
と

情
熱
で
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ

　

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

連
合
会
表
彰

　

長
野
県
市
町
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
長
表
彰

　
　

宮
下　
　

敬　

様

　
　
　

教
育
委
員
及
び
教
育
委
員

長
と
し
て
二
期
八
年
村
の
教

育
行
政
の
振
興
に
貢
献

　

飯
伊
体
育
指
導
委
員
協
議
会
長
表
彰

　
　

湯
沢　

直
幸　

様

　
　

畑
中　

孝
一　

様

　
　
　

多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ

振
興
施
策
の
推
進
に
寄
与

●
満　

歳（
米
寿
の
祝
）表
彰

８８

岩
間　

わ
か　

様　
　

昼
神
い
ち
ゑ　

様

昼
神　

君
代　

様　
　

松
澤　

成
海　

様

木
下
ハ
ル
ミ　

様　
　

松
澤　

文
子　

様

齊
藤　

い
ま　

様　
　

木
下　

花
香　

様

下
岡
ま
さ
子　

様　
　

大
平　

清
人　

様

大
平　
　

耕　

様　
　

原　
　

よ
う　

様

松
澤　

品
男　

様　
　

市
瀬　

義
治　

様

松
島　

久
江　

様　
　

上
島
金
治
郎　

様

藤
本　

謙
忠　

様　
　

吉
川　

福
雄　

様

松
葉
は
奈
子　

様　
　

大
原　

ス
ミ　

様

木
下　

知
惠　

様　
　

小
池 

ゑ　

様

尾
賀
よ
志
み　

様　
　

木
下　

啓
兼　

様

北
澤　

卓
爾　

様　
　

城
田　

芳
一　

様

城
田
か
ね
の　

様　
　

木
下　
　

節　

様

小
池　

喜
作　

様　
　

木
下　

千
里　

様

筒
井　

千
文　

様　
　

小
澤
ト
シ
エ　

様

元
島　

ヒ
ロ　

様　
　

松
島
ひ
ろ
へ　

様

城
田　

七
郎　

様　
　

玉
置　
　

近　

様

澤
田　

房
子　

様　
　

佐
々
木
フ
デ　

様

羽
生　

英
尚　

様

喬木村消防団喬木村消防団
秋期訓練で

村内ごみ拾い活動
（10月28日）
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今
の
喬
木
村
、
そ
し
て
未
来
の
喬
木
村

喬
木
第
一
小
学
校

五
年

中

塚

琴

美

小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
のののののののののの
部部部部部部部部部部

小
学
生
の
部

村村村村村村村村村村村
長長長長長長長長長長
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
長
賞

　

私
は
、
こ
の
喬
木
村
を
、
今
よ
り
も
っ
と
住
み
よ
い
喬
木
村
に

す
る
た
め
に
、
三
つ
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
い
き
い
き
と
し
た
村
づ
く
り
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
の
喬
木
村
は
、
小
学
生
や
保
育
園
児
、
中
学
生
な
ど
の
子
ど
も

と
、
地
い
き
の
大
人
の
か
か
わ
り
が
、
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
最
近
は
地
区
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
も
あ
り
、
子
ど
も
と

地
い
き
の
か
か
わ
り
を
ふ
や
そ
う
と
い
う
活
動
も
ふ
え
て
い
る
の

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
の
登
下
校
中
に
地
い
き
の
人
に
会
っ

た
ら
、
必
ず
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
小
さ
な
こ
と
を
だ
ん
だ
ん
や
っ
て
い
く
こ
と
で
、
い
き
い

き
と
し
た
村
づ
く
り
の
第
一
歩
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

喬
木
村
は
、
い
ち
ご
が
り
で
有
名
で
す
。
そ
れ
に
、
阿
島
の
大

ふ
じ
も
、観
光
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ち
ご
が
り
は
、

毎
年
大
勢
の
人
が
喬
木
村
に
お
と
ず
れ
て
、
喬
木
の
、
大
き
く
て

真
っ
赤
な
、
あ
ま
い
い
ち
ご
を
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
、
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
ち
ご
が
り
は
、
私
の
、
喬
木
村
の

じ
ま
ん
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
阿
島
の
大
ふ
じ
は
、
私
の
通
学
路
に
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
花
が
さ
き
は
じ
め
た
な
あ
っ
て
思
っ
て
い
る
と
、
お
店

が
は
じ
ま
り
、
下
校
の
時
に
、
お
客
さ
ん
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ふ
じ
が
、
だ
ん
だ
ん
長
く
な
っ
て
く
る
と
、
お
母
さ
ん

に
知
ら
せ
て
、
家
族
で
、
見
に
行
き
ま
す
。
私
は
、
阿
島
の
大
ふ

じ
が
、
一
番
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
む
ら
さ
き
色
の
ふ
じ
が
多

い
け
ど
、
私
は
、
ピ
ン
ク
色
の
ふ
じ
が
一
番
す
き
で
す
。
ふ
じ
の

時
期
に
な
る
と
、
花
の
い
い
に
お
い
が
、
ふ
わ
っ
と
広
が
っ
て
い

ま
す
。
急
い
で
い
る
と
き
も
、
お
も
わ
ず
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま

い
そ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
阿
島
の
大
ふ
じ
も
、
私
の
、
喬
木
村

の
じ
ま
ん
の
一
つ
で
す
。
そ
れ
に
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
喬
木
村
に
は
、
ク
リ
ン
ソ
ウ
も
あ
り
ま
す
。
三
年
生
の
遠
足

の
と
き
に
、
九
十
九
谷
公
園
で
見
た
ク
リ
ン
ソ
ウ
は
、
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。
私
が
住
ん
で
い
る
阿
島
の
ほ
う
は
、
ク
リ
ン
ソ
ウ

は
、
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
富
田
の
ほ
う
は
、
ク
リ
ン
ソ
ウ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ク
リ
ン
ソ
ウ
も
、
い
ち
ご
や
、
阿
島
の
大
ふ
じ

の
よ
う
に
、
有
名
に
な
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。
有
名
に
な

れ
ば
、ク
リ
ン
ソ
ウ
を
見
に
喬
木
村
に
お
と
ず
れ
る
人
が
ふ
え
て
、

村
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

三
つ
が
今
よ
り
も
っ
と
有
名
に
な
っ
て
、
喬
木
村
と
い
え
ば
、「
い

ち
ご
」「
阿
島
の
大
ふ
じ
」「
ク
リ
ン
ソ
ウ
」
っ
て
周
り
の
人
に
、

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
喬
木
村
の
自
然
が
、
大
好
き
で
す
。
学
校
は
、
山
の
上

に
あ
っ
て
遠
い
け
ど
、
学
校
に
行
く
ま
で
に
、
自
然
の
、
い
ろ
い

ろ
な
物
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
花
見
た
こ
と
な
い
な
、
ど
ん
な
花
な
ん
だ
ろ
う
、
と
思

い
な
が
ら
登
校
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
の
こ
の
ま
ま
の
じ
ょ

う
た
い
で
自
然
を
残
し
て
お
く
の
は
、
あ
ま
り
、
む
ず
か
し
い
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
、
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
し

な
い
こ
と
、
自
然
を
残
そ
う
と
い
う
意
識
を
持
つ
だ
け
で
、
自
然

は
、
こ
の
ま
ま
、
残
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
と
く
に
、
お
金
持
ち
の
家
で
は
な
い
し
、
有
名
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
私
一
人
が
、
こ
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
一
人

だ
け
で
実
行
し
て
も
、
す
ぐ
に
、
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
周

り
の
人
の
こ
と
、『
村
』
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
絶
対
、
喬
木
村
は
、「
住
み
よ
い
村
」
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

教育フォーラム教育フォーラム
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ぼ
く
は
、
学
級
の
「
な
か
は
ら
の
時
間
」
で
、
小
川
川
の
か
ん

き
ょ
う
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。

　

四
年
生
の
一
学
期
、
小
川
川
の
下
流
で
一
回
目
の
調
査
を
し
ま

し
た
。
ヤ
ゴ
な
ど
の
魚
以
外
の
生
き
物
が
と
れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
一
回
目
の
調
査
で
、
下
流
に
は
魚
以
外
の
生
き
物
が

多
く
す
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

次
の
調
査
で
は
、
小
川
川
の
上
流
に
行
き
ま
し
た
。
友
達
の
隆

之
介
君
と
い
っ
し
ょ
に
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
を
取
り
ま
し
た
が
、

魚
が
た
く
さ
ん
取
れ
ま
し
た
。
そ
の
魚
を
教
室
で
調
べ
て
み
る
と
、

カ
ジ
カ
と
い
う
魚
で
し
た
。
こ
の
魚
は
、
き
れ
い
な
川
に
す
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
回
目
の
調
査
で
、
上
流
で
は
魚
が
た
く
さ
ん
取
れ
ま
し

た
。
し
か
も
、
大
き
な
魚
も
つ
か
ま
え
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
二
回
の
調
査
で
小
川
川
の
水
は
き
れ
い
で
た
く

さ
ん
の
生
き
物
が
す
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
自
然
が
守
ら
れ

て
い
る
ん
だ
な
あ
と
安
心
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
心
配
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
で
、
上
流
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
ゴ
ミ
が
流
れ
出
し
て
き

た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
心
配
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
生
活
を
見
つ
め
直
す
と
、
い
け
な
い
と
は
し
り
な
が
ら

今
ま
で
平
気
で
ゴ
ミ
を
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
捨
て
て
い
た
な
あ
と

反
省
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
思
う
と
、
こ
れ
か
ら
小
川
川
だ
け
で
な
く
加
々
須

川
や
天
竜
川
も
よ
ご
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

調
査
を
し
て
い
る
と
き
、
橋
の
下
や
川
原
に
タ
イ
ヤ
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
ト
レ
ー
な
ど
の
ゴ
ミ
が
捨
て
て
あ
る
の
を
目
に
し
ま
し

た
。
社
会
科
で
、
ゴ
ミ
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
が
、

世
界
中
が
か
ん
き
ょ
う
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
三
つ
の
R
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
ゴ
ミ

を
出
さ
な
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
こ
と
も
勉
強
し
ま
し
た
。
そ

れ
な
の
に
、意
外
に
ゴ
ミ
が
捨
て
て
あ
る
こ
と
に
お
ど
ろ
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、村
全
体
も
っ
と
三
つ
の
R
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
し
、

い
ち
ご
狩
り
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
に
く
る
人
達
に
も
呼
び
か
け

て
、
か
ん
き
ょ
う
に
き
び
し
い
喬
木
村
で
あ
る
こ
と
を
呼
び
か
け

て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
の
か
ん
き
ょ
う
に
つ
い
て
は
喬
木
村
だ
け
の
取
り
組
み
で

は
解
決
し
な
い
こ
と
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
自
然
が
豊

か
で
、多
く
の
生
き
物
が
た
く
さ
ん
す
ん
で
い
る
喬
木
村
は
、も
っ

と
も
っ
と
ゴ
ミ
の
分
別
や
リ
イ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
力
を
入
れ
た
り
、

お
店
や
工
場
に
も
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ほ
じ
ょ
を
し
て
ゴ

ミ
を
少
な
く
す
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

飯
伊
広
域
連
合
で
建
て
た
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
か
ん

き
ょ
う
に
す
ご
く
き
び
し
い
き
じ
ゅ
ん
で
建
て
た
と
聞
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
喬
木
も
き
び
し
い
き
ま
り
を
決
め
て
取
り

組
む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

小
川
川
の
か
ん
き
ょ
う
調
査
か
ら

喬
木
第
一
小
学
校

四
年

鞍

馬

大

輝

小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学
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部部部部部部部部部部
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部
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僕
は
こ
の
緑
が
た
く
さ
ん
あ
る
静
か
な
喬
木
村
が
大
好
き
で
す
。

だ
か
ら
僕
は
こ
の
喬
木
村
を
も
っ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
村
に
す
る
た

め
に
幾
つ
か
案
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
は
「
人
口
増
加
」
で
す
。
喬
木
村
は
今
人
口
七
千
人

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
そ
れ
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
の

で
ま
ず
人
口
増
加
の
た
め
に
喬
木
村
の
名
産
品
や
、
夕
日
の
絶
景

な
ど
を
地
方
各
地
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
喬
木
村
に
良
い
印
象
を
持
っ

て
も
ら
い
、
一
度
喬
木
に
訪
れ
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
自

分
の
目
で
喬
木
村
を
見
る
こ
と
が
出
来
い
ず
れ
「
喬
木
に
す
ん
で

み
た
い
な
」と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
訪
れ
た
人
達
に
良
い
印
象
を
与
え
る
に
は
村
民
全
員
の
協

力
が
必
要
で
す
。
そ
こ
ら
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
ら
だ
れ
で
も
不

快
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
常
に
全
員
が
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨

て
し
な
い
こ
と
や
、
ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
ら
拾
う
と
い
う
習
慣
を
つ

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
も
ま
ず
は
、
小
さ
な

事
か
ら
始
め
て
い
く
の
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
す
。
他
に
も
駒
ヶ

根
市
の
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
み
た
い
に
、
喬
木
村
な
ら
で
は
の
丼
ぶ
り

を
作
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
は
、
行
事
を
増
や
し
て
活
気
を
あ
ふ
れ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
喬
木
村
の
大
き
な
行
事
と
い
え
ば
、「
喬
木
ふ
る
さ
と
祭

り
」
が
挙
が
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
喬
木
の
有
名
な
所
や
、
歴

史
的
な
場
所
を
巡
る
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
や
っ
て
み
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
内
容
と
し
て
は
、
巡
る
所
一
ヶ
所
ず
つ
に
そ

の
場
所
の
説
明
や
、い
い
所
な
ど
を
書
か
れ
た
紙
が
置
い
て
あ
り
、

そ
れ
を
歩
き
な
が
ら
集
め
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
最
後
に
そ

の
集
め
た
紙
を
フ
ァ
イ
ル
す
る
と
、
一
冊
の
本
に
な
る
と
い
う
仕

組
み
で
す
。
こ
れ
を
す
る
こ
と
で
、参
加
者
達
が
た
く
さ
ん
の
人
々

と
交
流
を
深
め
、
さ
ら
に
、
健
康
面
に
も
良
く
、
喬
木
の
こ
と
も

よ
く
分
か
る
と
い
う
一
石
三
鳥
の
行
事
に
な
り
ま
す
。
他
に
も
た

く
さ
ん
の
行
事
を
行
う
こ
と
で
、
村
が
ど
ん
ど
ん
活
気
づ
い
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
案
を
実
行
す
れ
ば
、
喬
木
村
の
目
標
人
口
に
近
づ

い
て
い
き
ま
す
し
、
活
気
が
出
て
き
て
、
と
て
も
よ
い
村
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
事
は
、
家
が
建

つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
を
建
て
る
に
は
、
大
量
の
木
材
等
を
使

い
、田
畑
だ
っ
た
所
に
家
が
建
つ
と
そ
こ
に
あ
っ
た
緑
は
無
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
今
、
こ
の
事
も
考
え
な

が
ら
作
業
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
喬
木
村
の
い

い
所
を
ず
っ
と
残
る
村
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

皆
で
最
高
の
村
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

喬
木
村
を
活
気
あ
ふ
れ
る
村
に

喬
木
中
学
校

二
年

岩

本

和

樹
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喬
木
村
で
は
今
人
口
を
増
や
す
た
め
に
幾
つ
か
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
宅
地
を
作
り
そ
こ
に
引
っ
越
し

て
来
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
り
、
三
人
目
の
子
供
か
ら
は
村
か
ら

お
金
の
補
助
が
で
た
り
す
る
な
ど
で
す
。
僕
は
人
口
を
増
や
す
た

め
に
は
ま
ず
、
村
外
か
ら
引
っ
越
し
て
来
る
人
た
ち
を
増
や
す
こ

と
が
一
番
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
喬
木
村
で
は
、

宅
地
を
作
っ
て
そ
こ
に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
特
典
な
ど
を
つ
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
引
っ
越
し
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
人
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
少
し
で
も
足
に
な
る
よ
う
お
金
の
補
助
が
で
る
よ
う
に
す
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
典
だ
け
で
は
来
て
く
れ
な
い
と

思
う
の
で
、「
喬
木
村
は
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
だ
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
村
の
景
観
を
良
く
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。
喬
木
村
は
山
が
あ
っ
た
り
川
が
あ
っ
た
り
し
て
、
自
然
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
川
の
近
く
に
は

あ
き
缶
や
ご
み
袋
な
ど
が
落
ち
て
い
た
り
、
道
に
は
、
た
ば
こ
の

吸
い
カ
ス
が
落
ち
て
い
る
の
が
残
念
で
す
。
山
や
川
の
近
く
や
、

人
が
よ
く
通
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
ゴ
ミ
拾
い
や
清
掃
活
動
を
定
期

的
に
行
え
ば
、
い
つ
で
も
き
れ
い
な
村
に
な
り
、
村
外
か
ら
喬
木

村
に
移
り
住
み
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
は
喬
木
な
ら
で
は
の
活
動
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
僕
は
、
中
学
三
年
ま
で
医
者
で
の
治
療
費
が
か
か
ら

な
い
と
い
う
の
は
喬
木
の
特
色
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
か
な
り
い
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
飯
田
市
で
は
、
小
六

ま
で
し
か
こ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
の
で
こ
れ
を
一
番

ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
喬
木
村
の
特
色
と
い
っ
た
ら
や
っ
ぱ

り
い
ち
ご
狩
り
で
し
ょ
う
。
い
ち
ご
狩
り
も
、
今
ま
で
以
上
に
客

が
増
え
る
よ
う
に
、も
っ
と
工
夫
を
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
三
年
間
以
内
に
二
回
目
の
い
ち
ご
狩
り
に
来
て
く
れ
た

ら
少
し
割
引
き
を
し
た
り
す
る
な
ど
で
す
。
く
り
返
し
来
て
く
れ

る
人
が
増
え
、
ま
た
そ
の
人
た
ち
か
ら
喬
木
の
い
ち
ご
の
よ
さ
も

宣
伝
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
喬
木
村
は
農
業
を
や
る
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で

す
。
僕
た
ち
は
今
年
村
内
の
農
家
で
い
ろ
ん
な
作
業
を
行
う
農
業

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
か
ら
、農
業
は
つ
ら
い
け
れ
ど
、

そ
の
分
楽
し
い
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と
が
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
農

業
体
験
を
だ
れ
で
も
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
農
業
の
楽
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
、
農
業
を
や
り
た
い
と
思
う
人
が
出
て
来
る

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
喬
木
村
で
農
業
を
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う

人
に
は
、
宅
地
だ
け
で
な
く
農
業
を
す
る
た
め
の
土
地
を
つ
け
た

り
す
れ
ば
、
人
口
も
増
え
る
し
、
引
っ
越
し
て
く
る
人
も
嬉
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
子
供
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
、

喬
木
村
の
子
供
は
多
分
千
人
い
る
か
い
な
い
か
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。

喬
木
中
学
校
は
今
二
ク
ラ
ス
ず
つ
で
す
。
こ
の
先
減
っ
て
い
っ
た

ら
、
一
ク
ラ
ス
と
い
う
学
年
が
で
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
こ
の
問
題
は
い
ま
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
か
な
り
大
変

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
周
り
の
人
が
ど
う
こ
う
い
っ
て
ど
う
に

か
な
る
問
題
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、こ
の
問
題
は
今
、村
で
行
っ

て
い
る
二
人
目
の
子
供
か
ら
お
金
の
補
助
を
出
す
と
い
う
活
動
を

続
け
て
い
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
行
え
ば
、
目
標
で
あ
る
七
千
人
ご
え
を
達
成

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
喬
木
村
の
将
来
に
関
わ
る
こ
と
だ
と
思
う

の
で
、
村
を
あ
げ
て
や
っ
て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
を
増
や
す
た
め
の
対
策

喬
木
中
学
校

二
年

栗

澤
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